雪国大百科全書『北越雪譜』 by 膽吹, 覚









































































　『北越雪譜』第 2編は，その第 1巻が春，第 2巻
が夏，第 3巻が秋，第 4巻が冬という構成になって
います。その中から春の巻の内容を少しご紹介して
おきましょう。
　掲載した挿絵は，その右肩部に「駅中の正月積雪
の図」とありますから，正月の景色を描いたもので
あることがわかります。絵の上部には人の背丈の 5
倍はあろうかという雪の壁がそそり立っています。
絵の左中央部には「地上皆雪なり」ともあります。
絵の中央部には，旧知の中であった武士と僧侶が思
わぬところで出会って，年頭の挨拶を交わしていま
す。絵の中央下部にはまるで雪で作った土俵のよう
なものが見えます。よく見ると，羽根突きをしてい
る様子。しかし，何か変ですね。そう，羽根突きを
しているのは子どもではなく，いい年をした男女で
はありませんか。しかも，この寒空に上半身裸の男
もいます。これは，牧之の説明によりますと，越後
の羽根突きの羽根は，空木（うつき）の幹の空洞部
分に山鳥の尾を 3本差し入れたもので，江戸でみか
ける一般的なものの数倍はある巨大な羽根を使用し
たそうです。そして，この巨大な羽根を突く羽子板
は，なんと掘木鋤と（ほりこすき）呼ばれる雪かき
用の木製スコップ。これでは子どもが遊べるわけが
ありません。ですから，お神酒で少し体の暖まった
男たちが，力にまかせて，この巨大な羽根を天高く
突き上げるのです。落とした人は，罰ゲームとして，
雪のなかでもみくちゃにされます。もちろん，越後
にも江戸のように子どもが遊べるかわいい羽子板も
ありましたから，ご安心を。幼い子たちはそれで楽
しんでいました。
駅中の正月積雪の図
